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陸上自衛隊では、12月の実斜射

撃をつぎのとおり行ないます。

実施場所 = 池田射撃場

実施日程 1日- 3日
5日-10日 12日-17日

19日-24日

寵霊童彊豊富

(482号〉大村市政だよ1.1月下旬号)
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

秋
の
火
災
予
防
運
動

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
は
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
週
間
で
す
。
事
業
所
の
火
災
も
大
き
な
被
害
を
あ
た
へ

ま
す
が
、
一
般
家
庭
の
火
災
も
案
外
多
い
も
の
で
す
。

火
災
に
つ
い
て
の
対
策
を
、
家
族
全
員
が
常
ひ
ど
ろ
心
掛
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

1
1

1

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
el

-

-

火
災
予
防
週
間
中
は
、
毎
日
午

後
8
時
ナ
イ
レ

γ
(
1分
間一

1
回
)

を
鳴
ら
し
ま
す
。

ま
た
日
月
初
日
午
前

8
時
に
は
演

習
召
集
の
た
め
サ
イ
レ
ン
(
日
秒

2
回
)
を
鳴
ら
し
ま
す
。

， 
p 
， 
t 

猟
解
禁
と
空
気
銃

マ
十
一
月

一
日
が
ら
来
年
の

一
一
月
十
五
日
ま
で
猟
が
解
禁

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間

中
は
ハ
シ
タ

i
に
と
っ
て
一

番
た
の
し
い
期
間
と
い
へ
ま

し
ょ
う
。
マ
ま
た
、
私
た
ち

に
一
番
身
近
か
な
空
気
銃
も

こ
の
期
間
使
用
で
き
ま
す
が

空
気
銃
は
火
薬
を
使
わ
な
い

の
で
、
こ
ど
も
の
お
も
ち
ゃ

位
に
軽
く
考
へ
る
人
も
多
い

、
ょ
う
で
す
。
マ
猟
銃
は
も
ち

ろ
ん
空
気
銃
を
持
つ
に
は
所

持
許
可
が
必
要
で
す
し
、
さ

ら
に
鳥
な
ど
を
射
つ
に
は
狩

猟
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
手
続
は
警
察
で
で
き
ま

す
。
マ
空
気
銃
は
手
軽
に
買

え
る
せ
い
か
、
空
気
銃
に
よ

る
事
故
も
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
と
く
'
に
市
街
地
で
の
事

故
は
空
気
銃
に
よ
る
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
と
く
に
少

供
は
狩
猟
が
で
き
な

い
こ
と

に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
お
子

さ
ん
に
空
気
銃
を
持
た
せ
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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燃

取喜
り具
扱 は
い安
を全
:な

V
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
コ

シ
ロ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど

は
取
り
扱
い
説
明
書
で
家
族

全
員
が
使
用
方
法
を
知
っ
て

お
く
。

V
持
ち
は
こ
び
は
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
行
な
う
。

V
器
具
は
い
つ
も
き
れ
い
に

完
全
に
整
備
し
、
燃
焼
中
の

給
油
は
絶
対
に
し
な
い
。

×

×

 

火
を
使
か
う
と
き
、

使
っ
た
と
き
・
.

V
た
ば
こ
の
火
は
よ
く
消
し

て
か
ら
捨
て
る
J

V
ア
イ
ロ
シ
、
・
電
気
ゴ
タ
ツ

な
ど
の
電
気
器
具
を
使
用
し

た
あ
と
は
、
必
ず
ゴ
シ
セ
ン

ト
か
ム
差
し
込
み
を
は
ず
す

習
慣
を
つ
け
る
。

V
取
り
灰
を
軒
下
や
ご
み
箱

に
捨
て
る
の
は
危
険
で
す
。

石
か
ゴ
シ
ク
リ

l
ト
で
か
こ

ん
だ
場
所
に
捨
て
る
か
、
土

を
か
ぶ
せ
る
か
す
る
。

V
外
出
す
る
と
き
は
、
こ
た

つ
の
火
に
は
灰
を
か
け
ふ
と

ん
を
上
げ
て
熱
を
に
が
す
。

子
供
を
こ
た
つ
に
寝
か
せ
た

寝'T ま
るガま
前ス・外

×にの出
必元し
ず栓な
見はい
ま 外
わ 出
る前
。や

X 

Tた
き
火
を
す 、・

る
と
き
は

V
焼
え
や
す
い
も
の
、
引
火

し
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
、

だ
き
火
や
ご
み
焼
き
、
喫
煙

な
ど
を
し
な
い
。

V
子
供
だ
け
で
た
き
火
を
さ

せ
な
い
。
ま
た
、
強
い
風
の

日
ゃ
、
異
状
乾
燥
注
意
報
の

出
て
い
る
と
き
は
特
に
注
意

す
る
。

V
た
き
火
の
と
き
は
水
を
十

分
用
意
し
、
の
こ
り
火
は
完

全
に
消
し
て
お
く
。

×
 

× 

避
難
し
や
す
く
す
る

た
め
に
・
... 

V
老
人
、
子
供
や
病
人
は
階

下
に
寝
せ
ま
し
ょ
う
。

V
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
や

子
供
だ
け
を
の
こ
し
て
外
出

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
o

v二
階
の
あ
る
家
は
、
は
し

ご
や
ロ
!
プ
を
用
意
し
ま
し

予也、ペノ。

V
鉄
格
子
な
ど
は
窓
に
つ

け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

古台育合工〉工〉工手r}!宇古*合古.1手イヌ平イコ与平与平{;r

* 合

4ヌ
ヤ
イヌ
イヌ
イX
{! 
{! 
{;r 
τ守
合

* 
* Zト
平
工〉
Z宇
古
{;r 
与
セ
平
侍
与
平
{r 11月6日、三城小学校で子供会の壁画コンクールが

行なわれました。このコンクールも今年で4回目で、

小学校4年生から中学生までの子供たちが、:大きな画

台に子供会の行事や活動をテーマとして、約3時聞か

かっーてりっぽな絵を書きあげました。 成績はつぎのと

おりです。入選=春風、中岳、水田、 坂口、佳作三

城芳一、片町、琴平、桜馬場、若鮎、大川田

さあ/みんをでかこう

子供会壁画コンクール

元気いっぱいの少年剣士

ホ6回の少年剣道大会が11月13日、大村高等学校体

育館で行なわれました。 市内各地区から集った約300

人の少年剣士たちは、団体戦、個人戦、紅白対抗戦に

日ごろの練磨した剣の さえをひろうしました。

団体 l位=竹松A、、2位=池田A、3位=，1中央A、

個人優勝 小学3年=武藤通孝‘小学4年=牛島良、

小学5年=新堂敏郎、小学6年=吉田武、中学l年=

荒木純司、一中学2年=川口雅彦、中学3年=祐田斉
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*大**i:宇交交北大大大大玲イス交交交交交イス

少年剣道大会
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昭

和

四

十

一

年

度

立
早
大
付
百
三
日
功
労

ナ

ん

者

、の
表
示
式
が
十

J

乞

'一日対
日一
日
市
役
所

若
円
十
八
会
議
室
で
、
被

労

表

彰

者

と

来

賓

多

功

数

が

出

席

し

て

行

日
当
日
な
わ
礼
ま
し
た
。

か
A

表
彰
さ
れ
た
方
は

二

三

f

つ
ぎ
の

と
お
り
で

す

。

(

敬
称
略
)

[ν稲
富
良
親

マ

加

藤

博

マ
一福
田
善
作
一
〉
前
川
武
行

マ
東
光
寺
公
民
舘

マ
古
町
老
人
学
級

マ
親
和
銀
行

マ
渋
田
久
雄

り大村市政だよ

長長シ住石蒲菓 h主主 '
崎崎パ大グ ー池子大
県県ッ村ラ夏三 ，村 ー 之さ〔
共社ト Hlム子十市 5H 
同会二張 ー外六社 "i'~ LJ 

募福千 百Jム三箱会 逗i
金祉九、 日名 福 iこ
会協百ゴ 本、 ど三社口寄

議本|専菓言協 口付
三会 ノレ売子泉議 一一

千、ムデ公七寮会

(3) 

コ

ナ

ママママ ιムム
服藤中田楠浦
部宇井井中 '本 田
義 v 景 政 龍 . 邦 重
隆二美次明、彦穂

V 
ママ国ママ
渡中 J波佐江
海 島 多 藤 口

貞次一善
涼 u茂雄，男」芳

口
口
口

南

一
臨
と
洋
一
闘
の
研
究
会

口
口
口

中
央
公
民
館
で
、
南
画
と

洋
一
自
の
研
究
が

行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

南
画
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
月

第
一
木
曜
日
と
第
三
木
曜
日

の
午
後
七
か
ら
中
央
公
民
舘

講
座
室
で
、
ま
た
、
洋
画
グ

百
円
ム
本
町
八
木
フ
ジ
ヱ

映
画
招
待
、
ジ
ュ
ー
ス
二
十

本
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
二
十
箱

ム
大
村
駅
通
り
酒
井
一
郎

映
画
舘
往
復
マ

イ
ク
ロ
バ
ス

提
供
ム
水
主
町
森
林
キ
テ

花
類
二
県
ム
池
田
住
宅
十

一
区
清
水
留
雄
あ
ん
ま
奉

仕
ム
荒
瀬
、
原
老
人
ク
ラ

ブ

梨

十

キ

ロ

ム

萱

瀬

地

区
民
生
委
員
会
梨
九
キ
ロ / 

な の'て舘の jレ

くご研い講午 l
r ご希 F 究 ーま座後，プ
参望会すT 室町七;も
加 z のJで ー。で時毎
ミ方うlす)研か j月
だは 。自主J究ら第
さえ ' 市を中ー

! ごλ用の方は大村市役所企画室に j 、い、ん 民行央火
i 。り 。 の 。な i公曜

| 申込みくださ、'，i'.o 価格==100円。 I ょ 方，つ民日

マ
竹
松
部
隊
第
十
五
営
内
瑳

一

同

千

六

百

円

ム

三

浦

蔦
内
川
高
木
隆
虎
、
ハ
シ
カ

チ
百
枚
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
三
千
百
円
、
足
袋
六
十

二
足
ム
松
並
町
飯
盛
丈
太
郎

菓
子
八
キ
ロ
ム
長
崎
県
知

事
茶
羽
織
二
枚
海
苔
茶
漬

三

十

一

箱

ム

大

村

市

長

菓
子
器
三
コ
蜂
蜜
三
十
一
個

、

J

J
4

、

十
月
十
三
日

-誹
早
市
中
央
J

公
民
舘
で
行

な
わ
れ
た
国

民
年
金
大
会

で
大
村
市
の

国
民
年
金
優

良
納
付
組
合

が
知
事
表
彰
を
う
け
、
ま
じ
た

表
彰
を
う
け
た
納
付
組
合
は

つ
、
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

A

敬
称
略
)

-
マ
新
城

、
マ
武
留
路
一
マ

岩
松

3

マ

野

田

マ

黒

丸

マ

宮

代

マ

東

本

町

マ

硯

出

石

マ

寿

古

マ

蔭

平

下

マ

宮

本

マ

赤
住

吉

マ

大

川
田

マ

草

場

ー
マ
坂
口
マ
箕
島

口
口
口

長
崎
集
中
小
企
系

従
業
員
住
宅
建
設

む

説
一明
会

口
口
口

昭
和
四
十
二
年
度
の
一
長
崎

県
中
小
企
業
従
業
員
住
宅
建

設
の
説
明
会
が
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
。

市
内
中
小
企
業
争
業
所
の

方
で
、
従
業
員
住
宅
の
建
設

を
希
望
さ
れ

τ
い
る
方
は
ご

参
加
く
円
さ
い
。

富民年金保険料優良

納付組合に知事表彰

な
お
、
希
望
さ
れ
る
事
業

所
の
方
は
十
二
月
一
日
ま
'で一
守

に
市
の
商
工
水
産
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

マ
説
明
会

;

十
二
月
八
日
午
後
一
時

大
村
商
工
会
議
所

口
口
口

無
縁
墓
地
の
改
葬

辛口
口
口

込
墓
地
の
所
在
地

'
石
巻
市
門
脇
字
東
浪
除
土

手
地
内

ム
届
出
先

宮
城
県
仙
台
市
匂
当
台
辺

り
宮
城
県
企
画
開
発
部
用

地
謀

E

、

八一
一届
出
期
日

十
一
月
三
十
日

口
口
口

玉
ノ
海
さ
ん
に

N
H
K
放
送
文
化
賞

口
口
口

犬
村
市
出
身
の
相
撲
解
説
者

蔭
平
梅
吉
氏
(
玉
ノ
海
)
が

N

H
E
放
送
文
化
賞
を
授
賞
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
大
村
市
、

商
工
会
議
所
、
農
協
、

漁
協

各
文
化
国
体
の
協
賛
で
十
二

月
六
日
午
後
五
持
三
十
分
か

ら
蔭
五
氏
ご
夫
妻
を
ま
ね
き

桝
形
亭
で
祝
賀
会
を
行
な
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
夫
人
同

伴
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
おー

‘出
席
こ
希
望
の
方

は
会
良
一ι百
円
(一

人
)
を
そ

へ
て
可
の
総
務
課
V
〈
は
商
工

会
議
所

へ
十
一
月
三
十
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ょっぱらい運転

運転しているのは

あなたではない
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b年末が近ず くと郵便物が多

くなり、 郵便物の迷子も ふえ

てきます。迷子の整理には、

まず宛名をはっ きりかきまし

ょう。じ>表札が掲出してあり

ませんと、あやまって配達 し

たり返送されることもありま

す。 家族全員の表札を出しま

しょ う。住所が変ったときも

転出届を郵便局まで出しまし

ょう。 [>郵便受箱がないと雨

の日などよごれることがあり

ます。受箱を出しましょ う。

じ〉犬も必らずつなぐよ うにし

ましょ う。bなお、郵便受箱

と家族表札は、大村郵便局に

ありますから、希望の方は

大村郵便局の窓口に申し込み

ください。

か
老
後
を
し
あ
わ
せ
に
H

と
念
ず
る
の
は
す
べ
て
の

人
の
共
通
し
た
願
い
で
す
。
私
た
ち
が
年
を
取
っ
た

り
、
思
い
が
け
な
い
事
故
で
ひ
ど
い
け
が
を
し
た
り

働
き
手
の
夫
を
な
く
し
た
り
し
た
と
き
に
苦
し
い
思

ひ
を
し
な
い
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
考
え
で

つ
く
ら
れ
た
の
が
国
民
年
金
で
す
。

老
後
を
し
あ
わ
せ
に
・
・
.. 

国
民
年
金
は
あ
な
た
の
も
の
で
す

公
務
員
や
会
社
員
な
ど
に

J

は
、
思
給
や
厚
生
年
金
保
険

の
制
度
が
あ
っ
て
、
老
後
や

け
が
を
し
た
と
き
、
死
ん
だ

と
き
な
ど
の
遺
族
の
生
活
が

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
や
商
業
、
漁
業
な
ど

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
の

た
め
に
、
職
場
の
年
金
制
度

に
入
っ
て
い
な
い
二
十
才
以

上
六
十
才
未
満
(
た
だ
し
、

明
治
四
十
年
四
月
一
日
以
前

生
れ
の
人
を
除
く
)
の
人
は

国
民
年
金
に
必
ず
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
「
未
だ
加
入
し

て
い
な
い
」
と
か
「
届
出
が

お
く
れ
て
い
る
が
ど
う
し
た

ら
い
い
か
」
な
ど
と
思
案
し

て
い
る
方
は
今
す
ぐ
届
出
て

く
だ
さ
い
。

大
村
市
内
で
も
昭
和
四
十

一
年
十
月
一
日
現
在
の
強
制

加
入
被
保
険
者
は
約
一
万
人

任
意
加
入
被
保
険
者
は
約
千

四
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
ど
ん
ど
ん
充

実
し
、
物
価
が
上
っ
た
り
、

国
民
の
生
活
水
準
が
よ
っ
た

と
き
に
は
そ
れ
に
あ
う
よ
う

に
年
金
支
給
額
も
引
き
上
げ

る
こ
と
を
法
津
で
約
束
し
て

い
ま
す
。
国
民
年
金
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役

所
保
険
年
金
謀
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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